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　皆さんこんにちは。
　５月は一年で一番気候的に過ごし
やすい季節ではないかと思います。
　今月のロータリー特別月間は『青
少年奉仕月間』となっています。

　前年度までは、９月に『新世代のための月間』
があり、それと内容的にはほとんど変わらないも
のと受け止めています。
　前回 2013 年の規定審議会で、新世代（New 
generation）より青少年（Youth）の方が、より一
般的だと言うことで変更になったと聞いています。
　ロータリーの青少年育成プログラムで特筆しな
ければならないのは何といってもライラ（青少年
指導者養成プログラム）であろうと思います。
　ご承知の様にライラは 14 ～ 30 歳の青少年を対
象にリーダーシップ、良き市民、人間としての成
長を促すプログラムであり、青少年保護育成条例
に代表されるような人として道を外れないよう指
導するプログラムとは少し意味合いが違っている
と思っています。
　ロータリーの一会員として将来の日本そして地
域のリーダとしての人材をぜひ応援・支援してい
きたいと思います。
　今日は、クラブフォーラムで先日開催されまし
た、地区研修・協議会の報告となっています。よ
ろしくお願い致します。
　また、５、６月は今年度の行事と次年度への移
行準備等の会議が重なり大変お忙しいところ恐縮
ですがよろしくお願い致します。

出席率　98.15％

水上喜芳君（５/14 米山奨学生オリエンテーション）
大島　誠君（５/14 防減災セミナー）

髙坂光一君（５/14・15 第 2600 地区 RA 年次大会）

出席・ニコニコ BOX 委員会
　野 津省吾君―ラングウッドホテルにビアガー

デンがオープンしました。皆様のご利用をお
待ちしています。前売り券もございます。

　大 島　誠君―５月１日から妙高市で高齢者施
設「サンクスたんぽぽ」の運営をスタートい
たしました。

親睦委員会　５月の会員お誕生日　各お祝い
職業奉仕委員会（佐藤委員長）

６月３日　移動例会　18：30　岩の原葡萄園
職業分類・ロータリー情報委員会（石倉委員長）

６月 20 日　ファイアーサイドミーティング実施　
18：30　ラングウッド上越

棚橋博史君―ワインフェスのご案内

配布物： 週報№ 38・クラブフォーラム資料・ガ
バナー月信５月号・ロータリーの友５月
号・上越プロバスクラブ講話のご案内

回覧物： 日本ロータリー親善ゴルフ「北海道大会」
のご案内
上越国際交流協会創立 20 周年記念講演
会・祝賀会のご案内
高田駐屯地広報「妙高」２号・TOKI 管
弦四重奏団 2016 パンフ

報　告：６月 21 日　歴代会長会議
長養館　18：30

５ 月 27 日　今年度最後のスペシャルラ
ンチ　是非　ロータリーを知っていた
だく機会に

５月のロータリーレート　110 円
５ 月 14 日「STI（性感染症）」講演会の

ご案内　18：00　センチュリーイカヤ

会長挨拶会長挨拶 水上　喜芳水上　喜芳

出 席 報 告

メイクアップ

委 員 会 報 告

会員インフォメーション

幹 事 報 告
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～４/23 地区研修・協議会報告～

本山秀樹君／会長エレクト
　去る４月 23 日ニューオータニホテ
ル長岡で 2016-2017 年度第 2560 地区 
地区研修・協議会開催されました。
　地区協議会とは毎年一回、地区内

全クラブの次期会長、幹事、委員長など RI 理事
会が指名した、次期クラブ指導者が集まる知識・
情報交換の場です。
　全体会議では田中ガバナーから、ご挨拶の中で
ガバナー方針「基本を学び、地域と共に」につい
てご指導を頂きました。その後、佐々木地区研修
リーダーから、PETS での地区方針・目標を具体
的にどのように実現していくかについて協議する
ことが、この会の目的、開催趣旨であると説明が
ありました。
　基調講演には、北清治 RI 理事から「ロータリー
財団 100 周年と日本のロータリー 100 周年に向け
て」と題し講話をいただきました。
　午後からは各セッションに分かれ討論がなさ
れ、私は第 1 セッションに参加しました。第１セッ
ションでは、会員増強がメインテーマで田中ガバ
ナーから純増３％の会員増強の目標が表明され、

「会員増強について」と題しロータリーの友編集
長二神典子氏からご講演を頂き、そのあと各分区
単位でディスカッションを行い、各クラブの会員
増強の取り組みについて発表がありました。会員
増強の最大の取り組みは退会者を出さないこと、
入会予定者をリストアップして会員全員でプッ
シュするなどの意見が出ました。
　最後に全体で懇親会を行い、長時間にわたる地
区協議会ではありましたが楽しくとても有意義な
会合でありました。

橋詰敏一君／次期クラブ奉仕Ａ
　参加対象者は、クラブ会長・幹事、
クラブ奉仕委員会、会員増強・拡大・
活性化委員会関係委員会であり、各
分区ガバナー補佐です。

　主題は、クラブ運営について、とりわけ会員増
強について討議されました。
　アドバイザーの佐々木パストガバナーより、対
象者をリストアップし、その方へのアプローチす
る担当者をしっかり決める事が重要です。
　田中ガバナーエレクトより目標３％純増のお願
いの挨拶後、講師の「ロータリーの友編集長」二
神典子さんより「会員増強について」と題し、日
本の各クラブの現状についての報告と共に、新し
い会員を入れる為のポイント、退会者を出さない
ポイントをアドバイスいただきました後に、各分
区の討議と報告が行われました。

牧野章一君／次期クラブ奉仕Ｂ
　第１セッションはクラブ会長・幹
事・ガバナー補佐・クラブ奉仕委員会・
会員増強のメンバーが参加いたしま
した。

　主な内容は、会員増強についてでした。ロータ
リーの友編集長二神典子氏の講演があり、そこ
で、自分と違うという多様性を受け入れる寛容さ
がロータリーを支え、会員の拡大を担保するもの
などの指摘がありナルホドでありました。
　増強に対して会員の維持については例会で元気
な挨拶飛び交っていますか、席は固定化していま
せんか、奉仕活動を実施していますかなど問いか
けられクラブ運営の原点を再確認した次第です。
　最後に地区研修リーダーの佐々木昌敏パストガ
バナーがアドバイザー挨拶で言われたことを紹介
します。
　「おめでとうございます」ロータリーで忙しく
なると必ず仕事も忙しくなります。これは誠にお
めでたいことです。

石倉　悟君／次期SAA
　第６セッション / 米山記念奨学委
員会に参加しました。
　今期は２万円の寄付を要望します。
それは、勉学、研究を志して日本に

留学している外国人留学生に対し、日本全国の
ロータリアンの寄付金を財源とし奨学金を支援す
るためです。ちなみに民間最大の国際奨学事業で
す。2015 年度、730 名、12 億３千万円の事業規模。
・2560 地区受入れ奨学生　21 名　国籍８（中国、
ベトナム、モンゴル、メキシコ、韓国、インド、
エリトリア、カンボジア）、所属学校９（長岡技
術科学大学、新潟大学、事業創造大学院大学、敬
和学園大学、国際大学、上越教育大学、新潟工科
大学、長岡大学、新潟産業大学）
　高田クラブへは、上教大から、白　麗萍（ハク
レイヘイ）女子がまいります。カウンセラーは水
上喜芳君です。期間は、16，４月～ 17，３月。
　米山学友会（財団にも学友会があります）、奨
学生もしくは、元奨学生によって組織される会で
す。現在日本に　31、海外に６（台湾、韓国、中
国、タイ、ネパール、モンゴル）あります。
　米山学友は、いま母国で、日本で、世界で活躍
しています。

久保田　健君／次期社会奉仕委員長
　当年度、社会奉仕委員会では、地
区の大テーマとして【地域に根差し
た、積極的な社会奉仕活動により、
各地域におけるロータリーの認識度

や理解を深め、会員増強に寄与すること】と掲げ
ています。
　詳細は５項目程ありますが、最終的には会員の
皆様の理解と協力による、積極的な活動であると
話されました。
　その他事例発表として、①拉致問題講演企画／
三条南 RC　②新発田城市民清掃隊／新発田　城
南 RC　③野外ライブ企画／分水 RC　以上３ク
ラブよりの発表がありました。

クラブフォーラム その１


